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概要 

企業内のアプリケーション全体でユーザーID が一貫性なく管理されているため、アプリケーションの
急増によって ID の断片化が生じ、リスクとコストが増加しています。企業はユーザーに対して、職務
の実行に必要なアクセス権限を与える必要がありますが、コンプライアンスやセキュリティ上の理由
から、アクセスを制限することも重要です。このため企業は、ユーザーがアクセス権を簡単に取得、
プロビジョニングでき、さらにマネージャー、リソース所有者、システム管理者がアクセス権を簡単
にレビュー/取消しできるようにする必要があります。オラクルの ID ガバナンス・ソリューションは、
企業がこのようなアクセス、セキュリティ、コンプライアンスの目的をバランスよく実現できるよう
に設計されています。  

ビジネス・ユーザー・エクスペリエンスによって、今日の企業における ID ガバナンスへのおもな取組
みが推進される傾向にあります。シンプルなペルソナ指向のエンドユーザー・エクスペリエンスに
よって、ビジネス・ユーザーは実行中のタスクや、タスクへの対応を正しく理解しながら、おもな ID
ガバナンス・タスクをシームレスに実行できます。今日、ID ガバナンス・ソリューションの対象は管
理ユーザーだけでなくなっており、重要なセルフサービス・タスクを実行するビジネス・ユーザーも
対象となっています。  

大規模組織の場合、ユーザーに対して必要なアクセス権を与えることは、不満の多い時間のかかるタ
スクです。ユーザーの登録、ID のリンク、ユーザーの停止に使用されている手動プロセスは通常、時
間がかかり、非効率でエラーが生じやすいものです。また、特権アカウントのアクセスが適切に管理
されておらず、不要なリスクが生じています。新規ユーザーは IT 専門用語に接する機会がほとんどな
いため、権限を名前で要求する可能性があります。新規ユーザーは、（そのユーザーが持つべきでは
ない権限を持つ）同僚と同種のアクセス権を要求する場合があります。また、従業員や請負業者はさ
まざまなプロジェクトを担当したり、部署や場所を移動したり、職務を変更したり、昇進したりする
ため、アクセス要件が変わります。システム管理者はより詳細なレベルで権限のある共有アカウント
にアクセスし、業務に不可欠な機能や管理機能を実行できる必要があります。これらのアカウントは、
管理者の指定したアカウントを使用しない"root レベル"アカウントの可能性があるため、適切な個人に
対して適時アクセス権限を付与することが重要になります。オラクルは、これらすべてのシナリオに
対して ID ガバナンス・ソリューションを提供します。このソリューションでは、ユーザーが簡単な
Web ベースのカタログでアクセスを要求でき、これらの要求が適切な承認者に転送されるため、簡単
にアクセス権限を付与できます。また、特権アカウントを管理できるため、共有の root レベル・アカ
ウントや管理者アカウントに対するアクセスが制御されます。 

また、ほとんどの企業にとってはアクセス認定も普遍的な課題ですが、米国サーベンス・オクスリー
法（SOX）などの規制への準拠も必要です。ユーザー・アクセス権の認定、セキュリティ・ポリシー
の適用、不要なアクセス権の自動取消しなど、複数の難しいタスクを実行しなければならない上に、
この処理をエラーの発生しやすい遅々とした手作業に頼っています。これらの問題に加えて、コンプ
ライアンスと監査に対する包括的かつ一貫したアプローチがないために、効率性と費用対効果に優れ
た方法でこの課題に対処するのはほぼ不可能になっています。この結果、企業は多大なリソースをコ
ンプライアンス関連の作業に費やすことを余儀なくされています。オラクルは、レビュー・サイクル
を自動化することで、認定の課題への対処を容易にします。オラクルの ID ガバナンス・ソリューショ
ンによって自動的に、ユーザー権限や職務分掌違反、孤立アカウントを検出したり、適切な関係者に
必要なアクションを通知したりすることができます。また、関係者が自身の認定タスクを優先順位付
けできるようにリスク・スコアを適用したり、決定が下されたら権限やアカウントを変更したりする
処理も自動的に実行できます。 
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Oracle Identity Manager は、Oracle Identity Governance Suite の主要コンポーネントです。このホワイ
ト・ペーパーでは、最新のパッチ・セットである Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3
（11.1.2.3.0）へのアップグレードで得られるメリットおよび一般的なアップグレード・プロセスについ
て説明します。 

 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3へのアップグレードで得られる

メリット 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3にアップグレードすると、Oracle Identity 
Governanceプラットフォームのメリットを活用できます。このプラットフォームにより単
一の合理化されたソリューションが得られ、アクセス・リクエスト機能とアクセス・レ
ビュー機能を提供できます。これらの機能は単一のテクノロジー・スタックで提供されるた
め、組織は以下のことを実現できます。 

» 展開の簡素化 

» 総所有コストの削減 

» 投資収益率の向上 

» 包括的なIDガバナンス・プラットフォーム 

企業はアクセス・リクエストとアクセス・レビューの両方を単一の集約型ソリューションで
実行できる、単一のソリューションが得られます。アクセス・リクエスト・モジュールとア
クセス・レビュー・モジュールで同じデータ・モデル、用語集データ、およびカタログ・
データが利用されるため、アクセス・リクエストとアクセス・レビューの両方にわたって、
ビジネス・コンテキストで非常に必要とされている一貫性を実現できます。この2つのモ
ジュールは単一のテクノロジー・スタックに展開されるため、組織で導入が必要となるアプ
リケーション・サーバーやデータベース・インスタンスの数が低減され、IDガバナンスの導
入が簡素化されます。 

組織は、ビジネスとITの両方が共同でアクセス・レビューに関する意思決定を行える、認定
キャンペーンを策定できます。新しい自動化されたワークフローによって、アクセス・レ
ビューに関する意思決定の統合、相関付け、配布といった、時間がかかりエラーの発生しや
すい手動作業が不要になります。 

また、ユーザーが使いやすくナビゲーションしやすいUIを提供するために、大幅な機能拡張
が行われています。グラフやチャートなどの豊富なインライン分析機能がUIに追加されてお
り、レビュー担当者は各ユーザーやユーザー・アクセスに関連するリスク詳細およびリスク
概要を一目で確認できます。高度なフィルタリング、ソート、ドリルダウン、検索保存の各
機能と革新的なリスク・エンジンの組合せによって、レビュー担当者は各種ツールを利用し
てデータを分析し、高リスクのプロファイルを特定して、即座の修正が必要な高リスクのア
クセス・アイテムに注力できます。 

Oracle Identity Managerで提供される集約型のプロビジョニング、アクセス・リクエスト、
およびアクセス・レビュー・ソリューションにより、業界でもっとも効果的なクローズド
ループ修正の追跡および適用ソリューションが得られます。また、プロビジョニングが追加
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され、エンドユーザーが修正プロセスに関与できるようになっており、職務遂行の妨げとな
る場合は、エンドユーザーが取消し決定に対して異議を申請できます。 
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さらに、アクセス・レビューとMS™ EXCELとの統合により、大規模な認定キャンペーンを
促進、簡素化できます。認定タスクをEXCELにエクスポートすると、レビュー担当者はオフ
ライン・モードで時間をかけて柔軟にアクセス・レビュー作業を行えます。オンライン・シ
ステムに常に接続している必要はありません。EXCELはほぼすべてのビジネス・ユーザーが
使用する非常に一般的なツールであり、直観的で使いやすいナビゲーション機能とフィルタ
リング機能を備えているため、レビュー担当者はアクセス・レビュー作業を行って1回ク
リックするだけでオンライン・サーバーに決定事項をアップロードできるという、優れた
ツールとして利用できます。 

また、認定レポート・モジュールが認定ダッシュボードに追加されており、レポートがさら
に簡素化されています。ビジネス・ユーザーや監査担当者は、ポイント・アンド・クリック
型のレポート機能を利用して、アクセス・レビューやアクセス・リクエストを実行するのと
同じコンソールで認定レポートを生成できます。 

» ライフ・サイクル全体の管理 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3は、IDのライフ・サイクル全体を管理します。採
用から退職まで、HR主導型の完全な従業員ライフ・サイクル自動化を備えており、エンター
プライズ・アプリケーション、モバイル・アプリケーション、およびクラウド・アプリケー
ションに対応します。従業員に加えて、ゲスト・ユーザー、請負業者、関連会社、顧客ユー
ザーなどの他のIDも管理します。 

» ビジネス向けのアクセス・リクエスト 

アクセス・リクエスト・モジュールがビジネスでさらに使いやすくなりました。アクセス・リ
クエスト・モジュールにより、セルフサービスのアプリケーション・オンボードと管理を使用
して、エンドユーザーは必要なアクセス権を取得できます。さまざまなカタログ・エンティ
ティと推奨を使用して、要求者は簡単に検索、参照できます。違反を防止するため、ポリ
シー・チェックはインラインになりました。  

アクセス・カタログの検索フォームがさらに高度になっており、検索可能とマークされた
UDFが高度な検索フォームに自動的に含まれます。検索フォームをカスタマイズできます。
カタログ項目の検索に属性を使用できます。  

承認および施行プロセスに対してユーザー・データのエンド・ツー・エンドの可視性が提供
されるため、承認者は迅速かつ適切に意思決定を行えます。 

» 簡単かつ正確なID認定 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3ではライブ・データが使用されます。認定に分析
機能を利用することで、低リスクが迅速に処理され、高リスクが明確になります。また、プ
ロビジョニング・コンテキストも明確になるため、より多くの情報に基づいて意思決定を行
えます。Oracle Identity Managerは、すばやいクローズドループ修正により、時間ベースま
たはイベント・ベースの認定キャンペーンをサポートしています。また、認定をオフライ
ン・モードでも実行できます。 

» 迅速かつスケーラブルな施行 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3は、自動と手動の両方の施行プロセスをサポートして
います。Identity Connector Frameworkによって、広く使用されている社内アプリケーションと
クラウド・アプリケーションへのプロビジョニングが自動化されます。Oracle Identity Manager
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に、ブラウザ・ベースの簡素化されたアプリケーション・オンボード機能と管理機能が追加さ
れています。オラクルは、Oracle Applicationsを管理するための包括的なエンド・ツー・エンド
の戦略を特徴としている唯一のベンダーです。 
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» 柔軟なモジュール・アーキテクチャ 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3は、ガバナンス要件に適合する柔軟なモジュー
ル・アーキテクチャを備えています。IDガバナンスのすべてのフェーズに1つのデータ・ス
トアで対応できます。IDガバナンス・プロジェクトを容易にカスタマイズおよびモデル化で
きます。アクセス・カタログの構築によるリクエスト・プロセスの有効化、アクセス認定の
自動化、主要アプリケーションへのプロビジョニング自動化など、開始するためのエント
リ・ポイントが複数用意されています。 

Oracle Identity Managerのアップグレード 

実際のアップグレードを行う前に、アップグレード・プランニング・ガイドとリリース・
ノートを参照して新機能を把握し、サポートされるアップグレード・パスを特定し、ベス
ト・プラクティスを確認することを推奨します。 

Oracle Identity Managerのアップグレード・プロセス 

通常、Oracle Identity Managerのアップグレードは3フェーズのプロセスになっており、各
フェーズは複数の手順から成ります。次の図に、Oracle Identity Managerアップグレードの
各フェーズを示します。 

 

 

» フェーズ1：アップグレード前 

このフェーズでは、アップグレードを計画します。アップグレード・プランニング・ガイド
を参照し、組織の要件に応じてアップグレード・プロジェクト計画を定義することを推奨し
ます。アップグレードを行うことを決定したら、アップグレード前ユーティリティを実行す
る必要があります。このユーティリティを実行すると、既存のOracle Identity Manager環境
を分析して、環境をアップグレードする前に完了する必要がある必須の前提条件について情
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報を取得できます。アップグレード前レポートに表示される情報は、無効な承認ポリシー、
アップグレードの影響を受けるリクエストとイベント・ハンドラ、アップグレード前にイン
ストールする必要がある必須のデータベース・コンポーネントのリスト、LDAPディレクト
リの循環グループ、非推奨の認可ポリシー、およびアプリケーション・インスタンスの作成
で発生する可能性のある問題に関連したものです。 

このレポートに表示されている前提条件の手順を実行したら、アップグレード中にエラーや
障害が発生した場合に元の環境に戻せるように環境のバックアップを作成します。この
フェーズはオフラインで行います。 

» フェーズ2：アップグレード 

このフェーズでは、実際のアップグレードが実行され、バイナリ、さまざまなOracle 
Identity Managerスキーマ、および中間層コンポーネントがアップグレードされます。この
プロセスで、新しいストアド・プロシージャがロードされ、新しいスケジューラ・ジョブが
設定されて、ドメイン固有の変更が行われます。このフェーズは、オンライン・モードとオ
フライン・モードの両方で実行されます。バイナリのアップグレードとスキーマのアップグ
レードはオフラインの手順であり、中間層のアップグレードはオフライン・モードとオンラ
イン・モードの両方で実行されます。  

» フェーズ3：アップグレード後の手順と検証 

このフェーズは、アップグレード後に環境を検証する、最後のフェーズです。また、要件に
応じて、新機能の有効化などのさまざまなアップグレード後手順を実行します。アップグ
レード後手順の詳細については、Oracle Identity Managerのアップグレード・ガイドを参照
してください。 

 

11g Release 2xリリースからのアップグレード 

パッチ・セットのアップグレード作業は非常に簡単であり、11.1.2.x.xを使用しているすべて
の顧客に対し、最新のもっとも優れたパッチ・セット11.1.2.3.0に移行することを推奨します。 

アップグレード実行フェーズに入る前に、新機能を確認してよく理解しておく必要がありま
す。以下に、Oracle Identity Manager 11g Release 2xリリースからアップグレードする組織
に関連する、11g Release 2 PS3で追加されたおもな新機能について概要を示します。新機能
の詳細については、製品ドキュメントを参照してください。 

表1：機能比較 

手順番号 Oracle Identity Manager 11g Release 2x Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3 

1 Oracle Identity Manager 11.1.2.0および11.1.2.1.0ではFusion Fxスキ

ンを使用し、Oracle Identity Manager 11.1.2.2.0では軽量スキンであ

るSkyrosスキンを使用します。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3ではビジネス（モバイル、

クラウド）向けのAltaスキンを使用します。Oracle Identity Manager
で、新しいホームページとして、使いやすい受信ボックスを備えた新

しいマイ・プロファイル・ページを使用できるようになりました。 

ほとんどのUIカスタマイズは、11g Release 2 PS3のルック・アン

ド・フィールと一致するように行う必要があります。 
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2 Oracle Identity Manager 11.1.2では、リクエスト時とアクセス・レ

ビュー時にコンテキストに即した意味のある情報をエンドユーザーに

提供するために、アクセス・カタログが導入されました。アクセス・

カタログを使用すると、すべてのリクエスト可能なエンティティに対

して、意味のあるメタデータを関連付けることができます。また、要

求者、承認者、認定者に対する権限の階層属性の表示を有効にし、カ

タログ詳細画面に技術用語集を表示できます。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3は新しい高度な検索カタ

ログを備えており、検索可能とマークされたUDFが高度な検索

フォームに自動的に含まれます。  

また、検索フォームをカスタマイズできます。カタログ項目の検索

に属性を使用でき、カタログのページ区切りとカテゴリが強化され

ているため、リソース検索を簡単に行えます。 

3 Oracle Identity Manager 11.1.2.1.0では、認定が導入されており、

ワークフローでは、フェーズあたり1つのレベルのアクセスがサポー

トされていました。 

11.1.2.2.0の認定ワークフローでは、コンプライアンスを確保するた

めにより強固なプロセスを定義できるため、"誰が何にアクセスでき

るのか"をより詳細に把握できます。認定レビューにおいてアクセ

ス・リクエストのワークフローをミラーでき、複数セットのビジネス

所有者やIT所有者がレビューを確認または承認した後で、各フェーズ

においてレビューが完了したと見なされます。これにより、ユー

ザー・アクセス権限の可視性が確実に向上し、レビューに関するすべ

ての決定が、レポートだけでなく認定中にライブで記録される包括的

な監査証跡でも取得されます。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3の認定機能はAlta UIを使

用しており、インラインのSoD違反チェックを実行するように強化

されています。 

 

4 Oracle Identity Manager 11.1.2.2.0まで、BI Publisherは別個のスタン

ドアロン管理対象サーバーでした。 

Oracle Identity Manager 11.1.2.3.0にはBI Publisherが組み込まれているた

め、すべてのBIレポートがOracle Identity Managerに組み込まれます。  

ビジネス・ユーザーは、Oracle Identity Managerのセルフサービス・

コンソールからカスタム・レポートを開始できるようになりました。 

5 高度なアクセス・レビュー機能を利用するには、Oracle Identity 
Manager 11.1.2.0.0とOracle Identity Analyticsを統合する必要があり

ます。 

Oracle Identity Manager 11.1.2.1.0および11.1.2.2.0では、エンタープ

ライズ・クラスのアクセス・リクエスト、プロビジョニング、および

アクセス・レビューを1つの製品で実行できる包括的なIDガバナン

ス・プラットフォームを提供するために、Oracle Identity Analyticsの
高度なアクセス・レビュー機能がOracle Identity Managerに集約され

ています。  

Oracle Identity Analyticsの機能はOracle Identity Governanceに移植されて

います。IDAルールに基づいて、ID監査ポリシーを定義および管理でき

ます。特定のユーザー、ユーザーのリスト、またはOracle Identity 

Managerロールを、ポリシーの所有者と修正者として定義できます。 

予防的で発見的なスキャン機能を使用して実用的なポリシー違反を

作成できます。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3は、ビジネス向けのUIを
特徴とした、ビジネスが直接関与する包括的なロール・ライフ・サ

イクル管理機能とワークフロー承認機能を備えています。 

ロールの構成と変更に役立つ、詳細なロール分析機能も備えています。 

6 Oracle Identity Manager 11.1.2.2.0まで、ポリシーを実装およびカス

タマイズするには、Oracle Identity Managerプラグインと、プラグイ

ン・フレームワークにより実装する事前移入アダプタを使用してお

り、カスタムJavaコードを記述して標準提供のポリシーを拡張および

カスタマイズする必要がありました。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では宣言型ポリシーが導

入されており、実行時に評価されるさまざまなポリシー・タイプを

定義および構成できます。ポリシーを構成するには、Javaプラグイ

ンや事前移入アダプタではなくUI/APIを使用します。 

7 既存の認定機能によって、ユーザー・マネージャー、組織マネー

ジャー、カタログ所有者、および選択されたユーザーに基づいた認定

担当者選択機能が提供されます。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では追加の認定者選択機

能が導入されており、ロールを使用して認定担当者を定義できま

す。認定担当者ロールに属するすべてのメンバーの受信ボックスに

認定が表示されますが、認定を'申請'する最初のメンバーが、その認

定の主要レビュー担当者になります。 

8 Oracle Identity Manager 11.1.2.x.xでは、リクエスト・プロファイル

の概念が導入されています。リクエストのドラフト作成と保存が可能

です。リクエストは2つのレベルの承認プロセスを通過する必要があ

ります。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、リクエスト・ワー

クフローが大幅に拡張されています。 

権限の一時的付与を利用して、要求者は割当て時にロール、アカウ

ント、および権限の開始日と終了日（付与期間）を指定できます。 

管理者は、承認ポリシーではなくワークフロー・ポリシー・ルール

を作成することで、承認を構成できます。 

また、ロール・リクエスト（作成、変更、削除など）もサポートさ
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れています。SOAの有効化はオプションです。 

9 Oracle Identity Manager 11.1.2.2.0までは、標準の管理者ロールのみ

を利用できました。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3はファイングレイン認可

エンジンを備えており、さまざまな管理者ロールを作成するのに役

立ちます。たとえば、属性を使用してメンバーシップを定義し、

ホーム組織のメンバーのみを管理するように管理者を制限できま

す。 
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次の図に、11.1.2.0.0、11.1.2.1.0、および11.1.2.2.0から11.1.2.3.0へのアップグレード・プロセ
スに含まれる手順の概要を示します。 

 
図1：11.1.2.x.xから11.1.2.3.0へのアップグレード手順 

 

1. アップグレード前ユーティリティを実行し、生成されたレポートを分析します。
アップグレードを開始する前に、レポートに表示されている手順を実行する必要が
あります。 

2. データベースとミドルウェア・ホームのバックアップを作成します。問題が発生した
場合、データベースとミドルウェア・ホームをすばやくリストアすることが必要にな
る可能性があります。 

3. Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3によってWeblogic Server 10.3が要求され
ます。 

4. Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3によってSOA Suite 11.1.1.9が要求されま
す。edelivery.oracle.comからSOA 11.1.1.9バイナリをダウンロードし、既存のSOA 
Suiteを11.1.1.9にアップグレードします。Oracle Identity Managerリリース・ノート
を参照してSOAパッチを特定し、適用します。 

5. edelivery.oracle.comからOracle Identity and Access Management 11.1.2.3（11g Release 
2 PS3）バイナリをダウンロードし、新しいバイナリを既存のミドルウェア・ホームに
インストールします。この手順で、新しいバイナリが既存のミドルウェア・ホーム・
フォルダにコピーされます。 

6. BI PublisherはOracle Identity Manager 11g Release 2 PS3に組み込まれているため、
RCUを使用してBI Publisherのスキーマを作成します。 

7. Oracle Identity Managerデータベース・スキーマをアップグレードします。パッチ・
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セット・アシスタントを使用してOracle Identity Managerおよび依存コンポーネン
ト・スキーマをアップグレードします。パッチ・セット・アシスタントによって、
依存スキーマが自動的に識別されてアップグレードされます。 

8. Oracle Identity Managerアップグレード・ユーティリティをオフライン・モードとオ
ンライン・モードの両方で実行して新機能を有効にします。これにより、SOAコン
ポジット、スケジュール済ジョブ、CSF資格証明などの新しいアーチファクトが展開
されます。 

9. ドキュメントを確認し、設計コンソールやリモート・マネージャなどの他のコン
ポーネントをアップグレードする手順を実行します。リリース・ノートを確認し、
適用する必要のあるパッチを特定します。 

11g Release 1xリリースからのアップグレード 

11g Release 1リリースから11g Release 2 PS3へのアップグレードには、新機能の評価、認可
およびリクエスト・モデルの変更、およびUIのカスタマイズが必要です。 

アップグレード実行フェーズに入る前に、新機能を確認してよく理解しておく必要がありま
す。以下に、11g Release 1リリースからアップグレードする組織に関連する、Oracle 
Identity Manager Release 2 PS3で追加されたおもな新機能について概要を示します。新機能
の詳細については、製品ドキュメントを参照してください。 

  

表2：機能比較 

手順番号 Oracle Identity Manager 11g Release 1x Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3 

1 Oracle Identity Manager 11g Release 1xでは、エンドユーザーのセ

ルフサービスと委任管理に別々のインタフェースが用意されていま

した。 

UIには従来のUIカスタマイズ・モデルが使用されており、開発者が

バックエンド・コードを編集してからアプリケーション・サーバーに

展開し、ブラウザで変更を検証していました。ロゴ、ラベル、フォン

ト、ボタンなどの変更といった小さな変更には、これが必要でした。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、管理とセルフサービ

スを簡素化するために、エンドユーザーのセルフサービス・コンソール

と委任管理コンソールが単一のセルフサービス・コンソールに統合され

ています。11g Release 2 PS3では、ビジネス（モバイル、クラウド）

向けのAltaスキンを使用します。Oracle Identity Managerで、新しい

ホームページとして、使いやすい受信ボックスを備えたマイ・プロファ

イル・ページを使用できるようになりました。 

サンドボックスとWebコンポーザを使用して、UIカスタマイズを簡単に

行えます。 

ほとんどのUIカスタマイズは、11g Release 2 PS3のルック・アンド・

フィールと一致するように行う必要があります。 

2 Oracle Identity Manager 11g Release 1xでは、管理者がリクエスト・

テンプレートを構成することで、エンドユーザーがリクエストできる

内容を制御していました。 

エンドユーザーは、リクエストの送信およびアクセスを行うために

は、一連のメニューをナビゲートして権限を選択する必要がありま

した。 

エンドユーザーによるリクエスト・テンプレートへのアクセスは、そ

のユーザーのロール・メンバーシップによって制御されていました。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、ショッピング・カート・

タイプのリクエスト・モデルを使用した新しいユーザー・インタフェース

が提供され、エンドユーザーは一連のメニューをナビゲートする必要な

く、このインタフェースを使用してカタログ内を検索、参照し、ロール、

権限、アプリケーションなど、任意の項目を直接リクエストできます。 

これに加え、ビジネス向けメタデータ（説明、監査目的、タグ、所有

者、承認者、技術用語集など）を各アクセス項目に関連付けることで、

セルフサービスのアクセス・リクエスト時とアクセス・レビュー時に、

コンテキストに即したビジネス向けの豊富な情報をビジネス・ユーザー

に表示できます。 

検索可能とマークされたUDFが高度な検索フォームに自動的に含まれます。  

検索フォームをカスタマイズできます。カタログ項目の検索に属性を使



 

12  |   Oracle Identity Manager 11.1.2.3.0へのアップグレード 

用できます。カタログが単一のアクセス管理ポイントとなります。 

3 高度なアクセス・レビュー機能を利用するには、Oracle Identity 
Manager 11g Release 1xをOracle Identity Analyticsと統合する必要が

あります。 

Oracle Identity Analyticsの機能はOracle Identity Governanceに移植され

ています。IDAルールに基づいて、ID監査ポリシーを定義および管理で

きます。特定のユーザー、ユーザーのリスト、またはOracle Identity 

Managerロールを、ポリシーの所有者と修正者として定義できます。 

予防的で発見的なスキャン機能を使用して実用的なポリシー違反を作成

できます。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3は、ビジネス向けのUIを特

徴とした、ビジネスが直接関与する包括的なロール・ライフ・サイクル

管理機能とワークフロー承認機能を備えています。 

ロールの構成と変更に役立つ、詳細なロール分析機能も備えています。 

4 Oracle Identity Manager 11g Release 1xでは、リソース名とITリソー

ス名は、ITユーザーが管理しやすいように指定される傾向がありま

す。この方法では、ビジネス・ユーザーがアクセスをリクエストする

必要がある場合に、ビジネス・ユーザーにとってリソース名が分かり

にくいという問題があります。このような分かりにくいリソース名と

ITリソース名のために、アクセス・リクエストのプロセスを直観的に

進められなくなります。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、アプリケーション・

インスタンスと呼ばれる抽象化エンティティが利用されます。このエン

ティティは、ITリソース・インスタンス（ターゲット接続性とコネクタ

構成）とリソース・オブジェクト（プロビジョニング・メカニズム）を

組み合わせたものです。管理者は、アプリケーション・インスタンスに

ビジネス向けの名前を割り当てて、これらの名前を対応するITリソース

とリソース・オブジェクトにマップできます。 

カタログを使用してアカウントをリクエストするエンドユーザーは、ア

カウントを検索する際、ビジネス向けのアプリケーション・インスタン

ス名を入力します。 

アプリケーション・インスタンスは、アップグレード手順の一環として

自動的に作成されます。管理者はこれらのアプリケーション・インスタ

ンスに対して組織公開を定義して、アプリケーションへのアクセス・リ

クエストを許可するユーザーを制御することが求められます。 

5 Oracle Identity Manager 11g Release 1xでは、認可ポリシーを使用し

てOracle Identity Managerの機能へのユーザー・アクセスを制御しま

す。ポリシーの管理は、Oracle Identity Manager専用に構築されたUI

を使用して行われました。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3はファイングレイン認可エ

ンジンを備えており、さまざまな管理者ロールを作成するのに役立ちま

す。たとえば、属性を使用してメンバーシップを定義し、ホーム組織の

メンバーのみ管理するように管理者を制限できます。 

6 Oracle Identity Manager 11g Release 1xでは、SOAベースの承認ワー

クフローが導入されています。各種リクエストの作成に、リクエス

ト・テンプレートが提供されています。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、リクエスト・ワーク

フローが大幅に拡張されています。 

権限の一時的付与を利用して、要求者は割当て時にロール、アカウン

ト、および権限の開始日と終了日（付与期間）を指定できます。 

管理者は、承認ポリシーではなくワークフロー・ポリシー・ルールを作

成することで、承認を構成できます。 

また、ロール・リクエスト（作成、変更、削除など）もサポートされて

います。SOAの有効化はオプションです。 

7 既存の認定機能によって、ユーザー・マネージャー、組織マネー

ジャー、カタログ所有者、および選択されたユーザーに基づいた認定

担当者選択機能が提供されます。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では追加の認定者選択機能

が導入されており、ロールを使用して認定担当者を定義できます。認定

担当者ロールに属するすべてのメンバーの受信ボックスに認定が表示さ

れますが、認定を'申請'する最初のメンバーが、その認定の主要レ

ビュー担当者になります。 

8 Oracle Identity Manager 11g Release 1xまで、ポリシーを実装および

カスタマイズするには、Oracle Identity Managerプラグインと、プラ

グイン・フレームワークにより実装する事前移入アダプタを使用して

おり、カスタムJavaコードを記述して標準提供のポリシーを拡張およ

びカスタマイズする必要がありました。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では宣言型ポリシーが導入

されており、実行時に評価されるさまざまなポリシー・タイプを定義お

よび構成できます。ポリシーを構成するには、Javaプラグインや事前移

入アダプタではなくUI/APIを使用します。 

 

次の図に、1.1.1.x.xから11.1.2.3.0へのアップグレード・プロセスに含まれる手順の概要を示
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します。 
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図2：11.1.x.xから11.1.2.3.0へのアップグレード 

 

1. 最初の手順では、アップグレード前レポートの生成、レポートの分析、レポートに
表示される必要なアップグレード前タスクの実行などの作業を行います。アップグ
レード前レポート・ユーティリティを使用すると、既存のOracle Identity Manager環
境を分析し、環境をアップグレードする前に完了する必要がある必須の前提条件に
ついて情報を取得できます。アップグレード前レポートに表示される情報は、無効
な承認ポリシー、アップグレードの影響を受けるリクエストとイベント・ハンドラ、
アップグレード前にインストールする必要がある必須のデータベース・コンポーネ
ントのリスト、LDAPディレクトリの循環グループ、非推奨の認可ポリシー、および
アプリケーション・インスタンスの作成で発生する可能性のある問題に関連したも
のです。 

2. データベースとミドルウェア・ホームのバックアップを作成します。問題が発生した
場合、データベースとミドルウェア・ホームをすばやくリストアすることが必要にな
る可能性があります。 

3. Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3によってWeblogic Server 10.3.6が要求さ
れます。  

4. Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3によってSOA Suite 11.1.1.9が要求されま
す。edelivery.oracle.comからSOA 11.1.1.9バイナリをダウンロードし、既存のSOA 
Suiteを11.1.1.9にアップグレードします。Oracle Identity Managerリリース・ノート
を参照して追加のSOAパッチを特定し、適用します。 

5. edelivery.oracle.comからOracle Identity and Access Management 11.1.2.3（11g Release 2 
PS2）バイナリをダウンロードし、新しいバイナリを既存のミドルウェア・ホームにイ
ンストールします。この手順で、新しいバイナリが既存のミドルウェア・ホーム・
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フォルダにコピーされます。 

6. Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、Oracle Platform Security Servicesを
使用します。Oracle Platform Security Servicesは基盤となるセキュリティ・プラット
フ ォ ー ム で あ り 、 WebLogic Server 、 SOA 、 WebCenter 、 Oracle ADF 、 Oracle 
Entitlements Serverなどの製品が含まれたOracle Fusion Middlewareにセキュリティ
を 提 供 し ま す 。 Oracle Platform Security Services を 有 効 に す る に は 、 ま ず 、
Repository Creation Utility（RCU）を使用して基盤となるOracle Platform Security 
Servicesデータベース・スキーマを作成します。 

7. RCU を 使 用 し て BI Publisher ス キ ー マ を 作 成 し ま す 。 Oracle Identity Manager 
11.1.2.3.0にはBI Publisherが組み込まれています。 

8. Oracle Identity Managerデータベース・スキーマをアップグレードします。パッチ・
セット・アシスタント（PSA）を使用してOracle Identity Managerおよび依存コン
ポーネント・スキーマをアップグレードします。パッチ・セット・アシスタントに
よって、依存スキーマが自動的に識別されてアップグレードされます。 

9. Oracle Identity Managerアップグレード・ユーティリティをオフライン・モードとオ
ンライン・モードの両方で実行して新機能を有効にします。これにより、SOAコン
ポジット、スケジュール済ジョブ、CSF資格証明などの新しいアーチファクトが展開
されます。 

10. ドキュメントを確認し、追加のアップグレード後手順を実行します。 

11. ドキュメントを確認し、設計コンソールやリモート・マネージャなどの他のコン
ポーネントをアップグレードする手順を実行します。リリース・ノートを確認し、
適用する必要のあるパッチを特定します。 

10gリリースからのアップグレード 

9.1.0.xリリースから11g Release 2 PS3へのアップグレードは、一段階ではありません。まず
Oracle Identity Manager 9.1.xを11g Release 2 PS2にアップグレードしてから、11g Release 2 
PS3にアップグレードする必要があります。その際、新機能を評価し、認可およびリクエス
ト・モデルの変更も評価する必要があります。レガシーAPIを呼び出すコードやエンティ
ティ・アダプタなどのカスタム・アーチファクトを、11g Release 2 PS3の設計パラダイムと
オーケストレーションに合ったアーチファクトに変換する必要があります。スケーラビリ
ティ、パフォーマンス、ビジネス向けのエンドユーザー・インタフェースなど、現在および
将来のビジネス要件に対応するために、9.1.0.x以降に数多くの機能強化やアーキテクチャ上
の強化が導入されています。アップグレード後の顧客は、これらの新機能を利用して現在の
ビジネス要件に対して解決策を見つけ、将来のビジネス要件にも対処できます。 

アップグレード実行フェーズに入る前に、新機能を確認してよく理解しておく必要がありま
す。以下に、Oracle Identity Manager 9.1.0.xリリースからアップグレードする組織に関連す
る、Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3で追加されたおもな新機能について概要を示
します。新機能の詳細については、製品ドキュメントを参照してください。 

表3：機能比較 
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手順番号 Oracle Identity Manager 10g Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3 

1 Oracle Identity Manager 9.1.x.xのユーザー・インタフェースはStruts
フレームワークの上に構築されており、基本的なセルフサービス・イ

ンタフェースを提供します。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3ではビジネス（モバイル、

クラウド）向けのAltaスキンを使用します。Oracle Identity Manager

で、新しいホームページとして、使いやすい受信ボックスを備えた新し

いマイ・プロファイル・ページを使用できるようになりました。 

ほとんどのUIカスタマイズは、11g Release 2 PS3のルック・アンド・

フィールと一致するように行う必要があります。 

2  Oracle Identity Manager 9.1.x.xは、パスワード・リセットやアカウン

ト・リクエストなどの基本的なセルフサービス機能を提供します。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、ショッピング・カート・

タイプのリクエスト・モデルを使用した新しいユーザー・インタフェース

が提供され、エンドユーザーは一連のメニューをナビゲートする必要な

く、このインタフェースを使用してカタログ内を検索、参照し、ロール、

権限、アプリケーションなど、任意の項目を直接リクエストできます。 

これに加え、ビジネス向けメタデータ（説明、監査目的、タグ、所有者、承

認者、技術用語集など）を各アクセス項目に関連付けることで、セルフサー

ビスのアクセス・リクエスト時とアクセス・レビュー時に、コンテキストに

即したビジネス向けの豊富な情報をビジネス・ユーザーに表示できます。 

検索可能とマークされたUDFが高度な検索フォームに自動的に含まれます。  

検索フォームをカスタマイズできます。カタログ項目の検索に属性を使

用できます。カタログが単一のアクセス管理ポイントとなります。 

3 Oracle Identity Manager 9.1.0.xでは、ユーザーのアクセスを定期的に

レビューするためのIDアテステーション機能を提供していました。

ロールやデータ所有者の認定などの高度なアクセス・レビュー機能を

利用するためには、Oracle Identity Manager 9.1.0.xをOracle Identity 

Analyticsに統合し、Oracle Identity Analyticsが提供する高度なアクセ

ス・レビュー機能を利用する必要がありました。 

Oracle Identity Analyticsの機能はOracle Identity Governanceに移植され

ています。IDAルールに基づいて、ID監査ポリシーを定義および管理で

きます。特定のユーザー、ユーザーのリスト、またはOracle Identity 

Managerロールを、ポリシーの所有者と修正者として定義できます。 

予防的で発見的なスキャン機能を使用して実用的なポリシー違反を作成

できます。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3は、ビジネス向けのUIを特

徴とした、ビジネスが直接関与する包括的なロール・ライフ・サイクル

管理機能とワークフロー承認機能を備えています。 

ロールの構成と変更に役立つ詳細なロール分析機能や、ビジネス向けの

UIを特徴とした、ビジネスが直接関与する包括的なロール・ライフ・サ

イクル管理機能とワークフロー承認機能も備えています。 

ロールの構成に役立つ、詳細なロール分析機能を備えています。 

4 Oracle Identity Manager 9.1.0.xでは、ユーザーを組織に割り当てるに

は、ユーザー詳細情報の組織属性に組織名を指定していました。これ

は、静的組織メンバーシップです。ユーザーがメンバーとして所属す

る組織は1つに限定されます。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、既存の機能に加え、ユー

ザー・メンバーシップ・ルールに基づいてユーザーを動的に組織に割り当

てることもでき、組織の詳細ページのMembersタブで定義できます。 

ユーザー・メンバーシップ・ルールに適合するすべてのユーザーは、静的に

所属する組織階層とは関係なく、動的に組織と関連付けられます。この新機

能により、ユーザーは静的メンバーシップを通じて1つのホーム組織のメン

バーシップを取得し、動的に評価されるユーザー・メンバーシップ・ルール

を通じて複数のセカンダリ組織のメンバーシップを取得できます。 

5 Oracle Identity Manager 9.1.0.xのリソース名とITリソース名は、IT

ユーザーが管理しやすいように指定される傾向があります。この方法

では、ビジネス・ユーザーがアクセスをリクエストする必要がある場

合に、ビジネス・ユーザーにとってリソース名が分かりにくいという

問題があります。このような分かりにくいリソース名とITリソース名

のために、アクセス・リクエストのプロセスを直観的に進められなく

なります。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では、アプリケーション・

インスタンスと呼ばれる抽象化エンティティが利用されます。このエン

ティティは、ITリソース・インスタンス（ターゲット接続性とコネクタ

構成）とリソース・オブジェクト（プロビジョニング・メカニズム）を

組み合わせたものです。管理者は、アプリケーション・インスタンスに

ビジネス向けの名前を割り当てて、これらの名前を対応するITリソース

とリソース・オブジェクトにマップできます。 

カタログを使用してアカウントをリクエストするエンドユーザーは、ア

カウントを検索する際、ビジネス向けのアプリケーション・インスタン

ス名を入力します。 
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アプリケーション・インスタンスは、アップグレード手順の一環として

自動的に作成されます。管理者はこれらのアプリケーション・インスタ

ンスに対して組織公開を定義して、アプリケーションへのアクセス・リ

クエストを許可するユーザーを制御することが求められます。 

6 Oracle Identity Manager 9.1.xでは、ポリシーを実装およびカスタマイ

ズするには、Oracle Identity Managerプラグインと、プラグイン・フ

レームワークにより実装する事前移入アダプタを使用しており、カス

タムJavaコードを記述して標準提供のポリシーを拡張およびカスタマ

イズする必要がありました。 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3では宣言型ポリシーが導入

されており、実行時に評価されるさまざまなポリシー・タイプを定義お

よび構成できます。ポリシーを構成するには、Javaプラグインや事前移

入アダプタではなくUI/APIを使用します。 

 

次の図に、9.1.x.xから11.1.2.2.0へのアップグレード・プロセスに含まれる手順の概要を示し
ます。11.1.2.2.0から11.1.2.3.0へのアップグレード・プロセスについては、図1を参照してく
ださい。 

 

 

図3：9.xから11.1.2.2.0へのアップグレード手順 

 

1. 最初の手順では、アップグレード前レポートの生成、レポートの分析、レポートに
表示される必要なアップグレード前タスクの実行などの作業を行います。アップグ
レード前レポート・ユーティリティを使用すると、既存のOracle Identity Manager環
境を分析し、環境をアップグレードする前に完了する必要がある必須の前提条件に
ついて情報を取得できます。アップグレード前レポートに表示される情報は、無効
な承認ポリシー、アップグレードの影響を受けるリクエストとイベント・ハンドラ、
アップグレード前にインストールする必要がある必須のデータベース・コンポーネ
ントのリスト、LDAPディレクトリの循環グループ、非推奨の認可ポリシー、および
アプリケーション・インスタンスの作成で発生する可能性のある問題に関連したも
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のです。  

2. 保留中のトランザクション・レポートを実行します。このレポートにより、保留中
の承認タスク、保留中のオフライン・プロビジョニング・タスク、保留中の監査タ
スクなど、環境内で保留になっているトランザクションを簡単に特定できます。特
定した保留中の項目すべてを完了する必要があります。そうしないと、これらの項
目がアップグレード後に孤立します。 

3. データベースとミドルウェア・ホームのバックアップを作成します。問題が発生した
場合、データベースとミドルウェア・ホームをすばやくリストアすることが必要にな
る可能性があります。 

4. プロセスで使用される一時的な値を格納する、内部列osi_noteに保存される値の形
式は、Oracle Identity Manager 9.1.x.xとOracle Identity Manager 11.1.2.2.0で異なりま
す。値の形式が非互換であるため、アップグレードを進める前に、OSIデータ・アッ
プグレード・ユーティリティを使用して既存の値を消去する必要があります。OSI
データ・アップグレード・ユーティリティによってOSIデータがアップグレードされ
ます。 

5. Repository Creation Utilityを使用して、依存するOracle FMWコンポーネントのデー
タベース・スキーマを作成します。 

6. Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS2によってWeblogic Server 10.3.6が要求さ
れます。Weblogic Server 10.3.6をインストールします。 

7. Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS2によってSOA Suite 11.1.1.7が要求されま
す。edelivery.oracle.comからSOA 11.1.1.7バイナリをダウンロードし、既存のSOA 
Suiteを11.1.1.7にアップグレードします。Oracle Identity Managerリリース・ノート
を参照して追加のSOAパッチを特定し、適用します。 

8. edelivery.oracle.com か ら Oracle Identity and Access Management 11.1.2.3 （ 11g 
Release 2 PS2）バイナリをダウンロードし、新しいバイナリをミドルウェア・ホーム
にインストールします。この手順で、新しいバイナリが既存のミドルウェア・ホー
ム・フォルダにコピーされます。 

9. アップグレード・アシスタント（UA）を使用してOracle Identity Managerスキーマ
をバージョン9.0.1.xから11.1.2.2にアップグレードします。 

10. Repository Creation Utility（RCU）で作成されるOracle Platform Security Servicesス
キーマは、バージョン11.1.1.7のスキーマです。バージョン11.1.1.7.2ではセキュリ
ティ問題が修正されており、パフォーマンスも向上しています。これらの機能拡張
を利用するには、パッチ・セット・アシスタント（PSA）を実行してOracle Platform 
Security Servicesデータベース・スキーマを更新する必要があります。 

11. Oracle Identity Manager 11.1.2.2 ホ ー ム か ら 構 成 ウ ィ ザ ー ド を 実 行 し 、 Oracle 
Identity Manager 11.1.2.2のWebLogicドメインを作成します。 

12. Oracle Platform Security Services セ キュ リ テ ィ ・ ス ト ア を 構 成 し ま す 。 Oracle 
Platform Security Servicesセキュリティ・ストアは、システムおよびアプリケーショ
ン固有のポリシー、資格証明、キーのリポジトリです。構成時に、データベースを
使用するセキュリティ・ストアを選択します。  
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13. 構成ウィザードを使用してOracle Identity Manager 11.1.2.2.0サーバーを構成します。 

14. Oracle Identity Managerアップグレード・ユーティリティを実行して新機能を有効に
します。これにより、SOAコンポジット、スケジュール済ジョブ、CSF資格証明など
の新しいアーチファクトが展開されます。 

15. ドキュメントを確認し、設計コンソールやリモート・マネージャなどの他のコン
ポーネントをアップグレードする手順を実行します。リリース・ノートを確認し、
適用する必要のあるパッチを特定します。 

 

一般的なガイドライン 

» 製品ドキュメントを参照して各手順のログ・ファイルを収集します。 

» ドキュメントに記載されている順序で手順を実行します。 

» 各手順を実行する前の、サーバーの起動手順と停止手順には、特に注意を払います。 

» アップグレード完了後にOracle Identity Managerサーバーを初回起動すると生成される、
Oracle Identity Manager管理対象サーバー・ログを保存します。 

» 障害が発生した場合は常に、バックアップから環境をリストアし、アップグレード手順
を一とおり実行することを推奨します。 

» 新機能を利用するには、製品ドキュメントに含まれているユーザー・ガイド、管理者ガ
イド、および開発者ガイドを参照してください。 

 

コネクタに関する考慮事項 

ここでは、リリースのアップグレードに関連する、コネクタ考慮事項について説明します。
9.xまたは11.1.1.xからアップグレードする組織では、コネクタ固有の特定のプロパティが設
定されていることを確認します。ほとんどの標準コネクタには、これらのプロパティがすで
に設定されています。これらのプロパティが設定されていない場合、カタログ、ID認定など
の新機能が正常に動作しません。 

 

» 権限のタグ付け 

権限としてプロビジョニングされる子フォーム属性を特にタグ付けする必要があります。 

影響：権限としてタグ付けされていない属性はカタログに表示されないため、エンドユー
ザーがカートから権限用にリクエストできません。また、ID認定機能が動作しません。 

措置："Entitlement = true"フィールド・プロパティを使用してすべての権限属性をタグ付け
します。 
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スクリーンショット1：権限プロパティの設定 

 

» アカウントのタグ付け 

プロセス・フォームの一意の属性のいずれかを、アカウント名としてタグ付けする必要があ
ります。このアカウント名はリソースUIに表示されるため、ユーザーがさまざまなアカウン
トを区別するのに役立ちます。 

影響：このアカウント名が表示されない場合、"My Accounts"のアカウント名フィールドに、
エンドユーザーにとっては意味のないDBの数字キーが表示されます。また、ID認定機能が動
作しません。 

措置："AccountName =true"フィールド・プロパティを使用してプロセス・フォームの一意
の属性のいずれかをタグ付けします。 
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スクリーンショット2：アカウント名プロパティの設定 

 

» アカウントIDのタグ付け 

AccountIdとしてタグ付けされているフィールドに、特定のアカウントの変更不可能なGUID
が表示されます（存在する場合）。 

影響：ID認定機能が動作しません。 

措置："AccountId = true"フィールド・プロパティを使用してプロセス・フォームのGUID
フィールドをタグ付けします。このフィールドが表示されない場合は、Login Name/Login 
IDフィールドに対してタグ付けすることで、ターゲットのアカウントを一意に識別すること
も可能です。 
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スクリーンショット3：アカウントIDプロパティの設定 

 

» ITリソースのタグ付け 

IT Resourceプロパティを使用してプロセス・フォームのIT Resourceフィールドをタグ付けす
る必要があります。リコンシリエーションにコネクタを使用する場合、リコンシリエーショ
ン・フォールドのマッピングにおいてもIT Resourceフィールドをタグ付けする必要がありま
す。 

影響：ID認定機能が動作しません。アカウント・リコンシリエーション機能が動作しません。 

措置："ITResource = true"フィールド・プロパティを使用してプロセス・フォームのIT 
Resourcフィールドをタグ付けします。リコンシリエーションのマッピングにおいて、IT 
Resourceフィールドをタグ付けします。 
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スクリーンショット4：ITResourceプロパティの設定 

 

» クエリー別検索 

Oracle Identity Manager 9.1.xおよび11.1.1.xでは、クエリー別検索タイプの検索がサポートさ
れていました。Oracle Identity Manager 11.1.2.xでは、クエリー別検索タイプの検索はサポー
トされていません。 

措置：このような検索は、検索コード・タイプの検索に変換する必要があります。 

» 事前移入アダプタ 

Oracle Identity Manager 11.1.2.xでは、エンドユーザーによるリクエスト時に、フォームに関
連付けられた事前移入アダプタによってフォームに自動移入されません。事前移入された値
は、リクエスト時に画面に表示されません。 

措置：エンドユーザーによるリクエスト時にフォームに自動移入するには、11gプラグイン
を作成してフォーム・フィールドにマップする必要があります。 

» UIフォームのフィールド・ラベルのローカライズ 

UIフォームのフィールド・ラベルをローカライズする必要がある場合、Oracle Identity 
Manager 11.1.2.3へのアップグレード後に、各コネクタのドキュメントの、UIフォームにお
けるフィールド・ラベルのローカライズというセクションに記載されている手順を実行しま
す。 

» コネクタのアップグレード 

Oracle Identity Manager 11g Release 2 PS3によってサポートされているバージョンにアップ
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グレードする必要があります。アップグレードすると、コネクタ・ライフ・サイクル管理機
能を使用してコネクタのアップグレードを自動化できます。 

アップグレードに関するベスト・プラクティス 

» リリース・ノートを参照し、既知の問題とその回避策を特定します。 

» サイジングは重要です。利用するよう予定している新しいプロセスと機能に応じて、計
算能力の追加が必要になる場合があります。 

» 開発環境でアップグレードをテストしてから、ステージングでテストし、最後に運用環
境でテストします。 

» テスト計画にアップグレード後の機能テストとパフォーマンス・テストも含める必要が
あります。 

» アップグレード前レポートを実行し、レポートでフラグの付いたすべての"必須"アク
ションを完了します。 

» ドキュメントをよく読んで、手順を十分に把握します。 

» ほとんどのアップグレード手順について、評価手順がドキュメントに記載されています。
アップグレード手順を実行するたびに、評価手順を実行してエラーがないことを確認し
ます。 

» ア ッ プ グ レ ー ド を 開 始 す る 前 に 、 カ タ ロ グ 、 エ ン テ ィ テ ィ と 組 織 公 開 、 Oracle 
Entitlements Serverの認可、プラグイン、Oracle ADF UIのカスタマイズ、SOA承認ワー
クフローなどの新機能をよく理解しておきます。 

» アップグレードの問題が発生した場合、製品ドキュメントを参照し、診断ログを見つけ
て取得し、サービス・チケットを作成してログ、および問題と環境の説明を添付します。 

» すべての関係者からコミットメントを得ます。 

 

結論 

Oracle Identity Manager Release 2 PS3にアップグレードすると、Oracle Identity Governance
プラットフォームの利点を活用できます。このプラットフォームにより単一の合理化された
ソリューションが得られ、アクセス・リクエスト機能とアクセス・レビュー機能を提供でき
ます。これらの機能は単一のテクノロジー・スタックで提供されるため、組織は展開を簡素
化し、総所有コストを削減し、投資収益率を向上できます。 

Oracle Identity ManagerおよびOracle Identity and Access Managementプラットフォームに
ついて、詳しくは次のサイトを参照してください：http://www.oracle.com/identity 

 

 

 

 

http://www.oracle.com/identity
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